
職場巡視 

局所排気装置の概要と改善 



リスクアセスメント・リスク低減措置(1) 



リスクアセスメント・リスク低減措置(2) 



曝露防止の考え方 



局排装置 



局排装置 

 



作業環境管理、基準 

作業環境測定・評価基準 

局排の性能基準： 

  制御風速： 

    作業位置の吸引風速 

    粉じん、有機溶剤、特化物 

  抑制濃度： 

    鉛、特化物、石綿 



フード 



フード、注意 
１．排風量(m3/min ) 

    囲い      Q=60Sv 

        外付け Q=60(S+10x2)v 

           x（フード開口部と補足点間、暫定有害    

     物・作業者の中間）≦1.5d（ダクト直径）、 

     できるだけ近づける！x=dで吸引0.1 

     参照：吸引：吹出=1:30 

２．フレア朝顔 

    フレアS≦16s（ダクト）、フレアR≧3r（ダクト） 

    フランジ幅15cm≦ 

 



フード、フランジ効果 



ダクト 

導管：漸次太く、ゆるやかな屈曲 

通気抵抗、圧力損失 

        搬送速度→速度圧→圧損係数→

圧損→静圧（吸引：陰圧、吹出：陽圧） 

搬送速度 

   ガス：１０m/sec 

        重い粉じん：20m/sec 



空気清浄装置 

排ガス処理装置 

   ガス、蒸気 

除じん装置 

   粉じん 

      大粒：重力除塵、慣性力除塵 

      中・小粒：サイクロン、 

            ろ過式（バグフィルター） 



ファン、排風機 

ダクト接続可能 

 遠心式： シロッコ、ターボ 

 軸流式： 高静圧プロペラ 

ダクト接続不可能 

 軸流式：プロペラ 

ポータブル 

 送風ファン・風管 



ファン 



排気ダクト 

空気清浄装置の汚染物質除去は１００％で
無い為、屋外へ排気拡散させる 

開口部下縁は屋根から１．５ｍ≦ 



プッシュプル型換気装置 



問題 

あなたならどのよう
なアドバイスをしま
すか？ 



１．外付けフード、違いと効果？ 



２．ダクト、違いと効果？ 



３．タンク内作業 



４．溶接作業 



５．研磨作業 



６．塗装作業 



7.撹拌作業 



８．有機溶剤、洗浄作業 



９．洗浄作業 



１０．有機溶剤ウエス 



１１．スタンプミルによる陶石の
粉砕作業時の粉じん対策 



１２．有機溶剤によるレンズ洗浄作業 



１３．塗装調合室の局排フードの改善 



１４．ホルムアミド浸漬作業場の局排フードの改善 



１５．織布印刷機の局排フードの改善 



１６．シロッコファン設置の階下の騒音・振動の対策 


